
34大神子海岸・日峰山展望台



日峰山は標高一九二メートル。小松島市と徳島市にまたがる山で、津峰山と中津峰山と共に阿波三峰のひとつに指定されている。徳島自動車道津田ＩＣより車で約二十分、ＪＲ南小松島駅から車で約十分の場所にあり、山頂付近まで車でアクセスできる。北は紀伊水道や鳴門・淡路方面まで、天気が良ければ和歌山まで展望できる。日峰大神子広域公園として大神子海岸と共に整備され、展望台には無料駐車場や公衆トイレも休憩所も完備されている。紀伊水道に面する風光明媚な海岸を活かした県内最大規模の都市公園となっている。
　日峰山山頂には桜の名所、日峰神社が大きな岩場の上に建立されており「大日霊貴神 (おおひるめむちのかみ)」をまつる。古くからのいわれとして「蟹を殺せば日峰山の罰が当たる」と、海の守護神として祈願の蟹の絵馬を奉納する。
夕晴れや桜にすずむ波の華―松尾芭蕉
当句は、元禄二年（一六九八年）秋田県象潟 (きさかた)に遊んだ時のものとされ、その句碑が建つ。
春には桜の降りそそぐ展望台に集い、市民の交流の場ともなっている。山頂付近を中心に桜・ツツジ・ハナミズキ・椿・紫陽花など、四季を通じて折々の花が楽しめる。また、夜の展望台からは徳島市街から紀伊水道までパノラマのような夜景が拡がる。車に乗ったままでも絶景を堪能できる。
　見おろせば、大神子海岸の松葉や青い海、白い砂浜が続く美しい景がある。日峰山から大神子海岸へは車で約十分。遊歩道を利用すると徒歩でも楽しめる。松林と砂浜の続く防波堤のない自然豊かな大神子海岸へと続く。大神子海岸にはテニスコートやキャンプ場が併設され、海岸に面したユースホテルもある。無料駐車場やバス用駐車場も完備されており、幅広い世代が集える広域公園である。十一月下旬一月中旬には海から昇るだるま朝日が見られる。自然を満喫できるのんびりとした、心豊かな吟行スポットである。
なお徳島自動車道からの道中、中田町、成願寺の境内にも、
稲妻や闇の方ゆく五位の声―松尾芭蕉
元禄六年（一六九三年）芭蕉五十歳の句とされている句碑が建つ。
泉　千草
